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黄　逸雋
はじめに
　現代日本レコード歌謡スタイルの一つである現代演歌は、一般的には、
より「日本的」な音楽ジャンルとして認識されている。1960年代にジャン
ル化し始めた演歌は、1970年代以降に徐々に一つのジャンルとして定着
し、そして1980年代半ばまで一定の商業的な成功を収めていた。1990年代
以降、J・Pop（Japanese Pop）という新たな音楽ジャンルが誕生し、主に
平成以前に流行っていたやや「古い」形式のポピュラー音楽は、「演歌・歌
謡曲」という漠然としたジャンル名で統一されるようになった。更に時代
経過と共に聴衆の高齢化が目立ち、演歌は、あたかも若者たちに忘れ去ら
れた「伝統的」な日本音楽であるかのようにみなされ、定義基準が定まっ
ていないまま、昔の「日本の心の歌」となった。
　本稿では、この不思議な音楽ジャンルである「演歌」がどのように現代
楽曲で描かれているかについて考察し、「演歌」という言葉が登場する作品
の歌詞内容の整理や分析を踏まえ上で、現代の日本ポピュラー楽曲におけ
る「演歌像」を浮き彫りにすることを試みる。
　2017年9月時点、通信カラオケJOYSOUND公式ホームページ1において、
キーワード「演歌」を「歌詞の一部」という条件で検索した結果、合計438曲
がヒットした。その内、歌詞内容が同様の曲が23曲あり、実際の曲目数は
1  カラオケ・うたスキ・歌詞検索｜JOYSOUND.com　https://www.joysound.com/
web/
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415曲である。歌手やレコード会社の公式ページ、ORICON NEWSサイ
ト2、音楽情報サービスネットワークMusic Forest3などを利用し、更に
JOYSOUNDに登録されている楽曲情報を合わせて調べた結果、415曲の
内、371曲の発売年代が確認できた。
　主観的な判断ではあるが、「演歌・歌謡曲」に分類することが非常に困難
と思われる作品は43曲ある。そのほか、いわゆる「演歌的」な作品や、典型
的な演歌とはいえないが、歌手や曲の雰囲気などを考えれば、歌謡曲に分
類して差し支えないような作品は372曲あり、ここでは便宜的にそれらを
「演歌類作品」とし、今回の研究対象とする。分析にあたっては、その直後
に曲の番号4を示す。歌詞の表記は、全てJOYSOUND公式ホームページで
の情報に準ずる。
演歌における代表的なモチーフ
　今回取り上げる作品の内、「演歌」が自由民権運動の下で誕生した明治・
大正時代の「演説の歌」として描がれているのは、1曲のみであり（171）、し
ばしば登場する「演歌師」も全て「流し」という職業を指しており、明治・
大正時代の「演歌」とは無関係である。
　統計の結果、演歌類作品の中に最も多く登場しているキーワードは「酒」
であることが判明した。「酒」という言葉が明示的には使われていないが、
明らかに「酒」を連想させる「熱燗」や「水割り」、「飲む/呑む」や「酔う」と
いう描写（比喩は除く）、「グラス」や「盃」などの容器、「酒場」や「居酒屋」
という酒を飲む場所も計算に入れれば、「酒」に関連する表現の存在が確認
2 オリコンニュース｜ORICON NEWS　http://www.oricon.co.jp/
3  Music Forest｜音楽情報サービスネットワーク　https://www.minc.gr.jp/db/index.
html
4  検索でヒットした合計438曲の作品を曲名順に並べ、001―438までの番号を付ける。紙
幅の都合上、曲目一覧表や詳細情報は省略する。曲目一覧は、以下のウェブページにて
閲覧可能。http://fleior-research.weebly.com/blog/7969271
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できる曲は215曲もあり、372曲の内の約58％を占めている。つまり、半分
以上の作品において「演歌」と「酒」は繋がっていることになる。中には、
「手酌酒　歌をうたえば　演歌節」（036）、「好きな同志が（中略）酒を酌む　
酒にまかせて（中略）演歌を唄」う（187）、「ひとり酒　手酌酒　演歌を聞き
ながら」（210）、「酒のつまみは　演歌節」（377）など、「演歌」が「酒」と直接
結び付けられる描写は散見される。《演歌酒》という同名作品だけでも、今
回の調査結果では6曲ある（058―063）。「演歌」は酒場などの場所で、酒を
飲みながら聴き、歌うという、酒に似合うものとして描かれているのであ
る。
　「酒」という要素以外に主に用いられるモチーフ（キーワード）は、下表
の通りである。一部のキーワードの統計基準を説明すると、「夢」は目標や
願いを指すものであり、「夜」と「雨」は比喩でなく、ただの情景描写であ
る。「北」に関しては、曲において「北」が歌の主な舞台である場合、もしく
は比重を占める場合は計算に入れるが、全体において存在感が薄い場合
や、同時に「南」などが前後に並べられる場合は除く。「大阪」という項目で
は、「大阪」や大阪を指す「河内」や「浪花」以外、大阪の名所が登場する曲
も計算に入れる。
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表1　演歌類作品（372曲）で主に用いられるモチーフ（キーワード）一覧
キーワード 60年代 70年代 80年代 90年代 00年代 10年代 未確認 合計 比例
酒関連 0 7 26 49 69 43 21 215 57.8%
夢 1 2 16 40 60 37 22 178 47.8%
涙（なみだ、泪） 0 5 21 35 37 39 17 154 41.4%
心（こころ） 0 5 21 30 45 37 16 154 41.4%
夜 0 8 20 37 45 24 15 149 40.1%
女（おんな） 0 3 17 33 43 24 11 131 35.2%
男（おとこ） 1 4 17 23 39 28 18 130 34.9%
花（比喩） 1 1 10 20 41 19 18 110 29.6%
人生 1 2 5 18 32 22 17 97 26.1%
苦労 0 3 7 15 22 14 13 74 19.9%
雨 0 3 10 18 19 13 10 73 19.6%
故郷（ふるさと） 0 1 4 8 33 15 12 73 19.6%
人情（人の情け） 1 1 1 9 13 17 9 51 13.7%
未練（みれん） 0 0 8 12 18 9 1 48 12.9%
寂（淋しい、淋しさ） 0 4 4 12 8 11 8 47 12.6%
雪 0 1 3 12 17 4 7 44 11.8%
旅 1 2 6 8 5 11 8 41 11.0%
春 0 1 4 8 10 9 6 38 10.2%
港（みなと） 0 0 5 10 11 7 4 37 9.9%
船（舟） 0 2 6 7 12 4 5 36 9.7%
大阪（河内、浪花） 0 1 5 13 9 6 1 35 9.4%
死 0 2 9 9 5 3 5 33 8.9%
耐える 0 1 2 7 11 6 5 32 8.6%
坂 0 1 5 4 11 7 4 32 8.6%
ネオン 0 0 4 8 8 7 4 31 8.3%
一筋（ひとすじ） 0 2 1 6 13 5 4 31 8.3%
暖簾（のれん） 0 1 2 4 14 5 4 30 8.1%
寒（さむい、寒さ） 0 1 0 5 9 10 3 28 7.5%
北 1 1 0 7 8 4 5 26 7.0%
悲（哀しい、哀しさ） 0 1 4 6 7 2 4 24 6.5%
意地 1 1 3 1 9 4 4 23 6.2%
冬 0 1 3 7 4 4 3 22 5.9%
昭和 0 0 0 3 9 9 1 22 5.9%
愚痴（ぐち） 0 0 1 6 8 4 2 21 5.6%
義理 1 0 2 0 7 7 3 20 5.4%
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　ジャンルを問わず、「涙」、「心」や「花」などは、ポピュラー音楽全体にお
いて頻繁に使われているモチーフであるだろうが、「男」や「女」といった
ジェンダーを強調するような言葉は、やはり登場人物の性別を意識させる
という「演歌」の一面を反映しているといえるだろう。
　それまではほとんどなかったが、1990年代から増加したキーワードは
「寒」、「北」、「昭和」であり、2000年代から増えたのは「義理」である。「寒」
や「北」といった今や「演歌らしい」といえそうなモチーフは、どうやら最
初から「演歌」と強く結びつけられているわけではないようだ。
　他方、「義理」に関する変化は、ちょうど股旅ものが2000年代まで断絶し
ていた状況と合致している。「義理」を代表的な題材とする股旅もの（やく
ざもの）は1930年代と1960年代に流行っていた。映画主題歌として、ヤク
ザ映画（仁侠映画）の流行に乗ってブームになったこともあるが、1960年
代に関しては、《潮来笠》のヒットが話題を呼んでいたことも股旅ものの流
行に重要な影響をもたらした。1930年代と1960年代は、第一次、第二次股
旅もの黄金時代とも呼べる時代である5。演歌が次第に一つのジャンルとし
て見なされるようになったのは1970年代前後であり、それゆえ、股旅もの
によくみられる「義理」が「演歌」とそれほど繋がっていないのもうなずけ
る。ではなぜ2000年代以降、「義理」と「演歌」が結び付けられるようになっ
たのだろうか。2000年のデビュー曲《箱根八里の半次郎》でブレークした
氷川きよしによる影響は無視できない。「平成の股旅野郎」というキャッチ
フレーズでヒットを飛ばした氷川きよしは、股旅ものと「演歌」との繋が
りをより緊密なものにしたと考えられ、股旅もので頻繁に登場する「義理」
も、より多く演歌作品で使われるようになったのだろう。
　上述したキーワード以外、「止り木/止まり木」、「路地裏」、「心意気/ここ
ろ意気」、「根性」、「流し（演歌師）」、「カラオケ」、「ギター」、「祭/祭り」な
5 五木ひろし（2013）『昭和歌謡黄金時代』KKベストセラーズ、159-160頁。
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どのモチーフもみられ、更に数は少ないが、「浪曲（浪花節）」、「有線」、「時
代遅れ」、「溜息」、「コブシ/こぶし/小節」、「儚い」、「霙/みぞれ」、「三味線
（撥、太棹）」、「音頭」、「鴎/カモメ/かもめ」、「太鼓」、「恨む/怨む」、「我慢/
がまん」なども「演歌」と結び付ける言葉として用いられている。
　そのほか、単独に「演歌」ではなく、「演歌節/演歌ぶし」という表現が使
われている作品は54曲（14.5％）ある。作詞者たちが歌詞を作る際に七五調
という形式に拘っての結果と思われ、深く考える必要はないだろう。
歌手もの
　ありふれた演歌のテーマとして、人生、恋愛、望郷などが挙げられるが、
今回の研究対象となる作品において、「歌手もの」が非常に目立っていると
いえる。歌手を目指し、声を鍛えるような描写や、自己紹介や聴衆に対す
る感謝の言葉など、主人公が歌手であると思わせる作品は76曲あり、372
曲の内の約二割を占めている。更に、北島三郎の《三郎太鼓》（216）、天童よ
しみの《天童節だよお客さん》（290）、長山洋子の《洋子のズンドコ節》
（423）といったように、歌手の名前の一部や愛称を曲名に入れる作品も数
多くみられる。
　「演歌」という言葉が歌詞に含まれている作品であるゆえ、ほとんどの場
合、歌の主人公は演歌歌手であると考えて差し支えないだろう。主人公の
性別を問わず、これらの歌手ものに共通してみえる特徴は、明るさであ
る。また、その明るさをより強調するためか、《孝ちゃんONDO》（191）、
《たつえの河内音頭》（277）、《ひろ子音頭》（343）、《ゆかりの幸せ音頭》
（409）といったように、ノリのいい音頭に乗せられることが多い。「演歌一
筋」や演歌に命を懸けるような表現が頻繁にみられ、演歌歌手であること
に対しての誇りのようなものを感じさせ、演歌を選ぶ人生は、称賛すべき
生き方として描かれている。男性歌手の場合、「晴れ姿　人生一代…　男
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花」（248）、「明日に咲く花　男花」（011）、「夢追う男は　強気で生きろ　命
いっぱい　血を燃やせ」（050）、「命を賭けた　晴れ舞台　俺の人生　演歌
みち」（146）、「勝たねばならぬ　全身全霊　精進一途　必ずつかむぞ　夢
は取り」（418）といったように、一般的に評価される前向きな「男らしさ」
や「男性性」が全面的に押し出されているといえる。女性歌手の場合でも、
「ご贔屓に　声も千両の　晴れ舞台」（057）や、「女の夢を　咲かす　咲かす　
舞台の演歌節」（173）のように、非常にポジティブな雰囲気が創られてい
る。一般的な演歌作品において、「女」は常に（男性との）恋だけに命を懸け
るようなネガティブな存在として描かれているが、演歌歌手の人生を描く
作品となると、「恋に命を　賭けるより　きいてください　心意気」（048）、
「どんな小さな　舞台にだって　生命かけます」（316）、「歌にひとすじ　女
を賭けた」（329）といったように、ほとんどポジティブな性格を与えられて
いない「女」たちは、なぜか一気に積極的になる。どこか厭世気味でネガ
ティブな雰囲気の漂う演歌作品も多い中、過剰ともいえそうなポジティブ
性を強調する歌手ものの世界においては、演歌は聴けば「心晴れ」て「元気
も出る」ような歌（024）であり、演歌歌手が誇りを持って「笑顔千両で」届
く「愛と希望の」歌（191）であり、「元気印の演歌」（226）なのである。
漁師もの
　数がそれほど多いわけではないが、もう一つ特徴のあるテーマは漁師も
のである。漁師という職業だけでなく、和田青児の《演歌海道》（050）のよ
うに、演歌歌手の人生を漁師のそれに喩え、漁師もののように描く作品も
あり、演歌作品において、漁師を主人公とするものは一つのモデルになっ
ているといえる。
　多くの場合、漁師が「男」であることが明示的に書かれており、漁師生活
の厳しさや荒れる海に挑む気概、称賛すべき生き方や「男らしさ」が表現
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されている。「親父ゆずりの　塩から声で　歌う恋唄　こがれ唄」（086）、
「親父ゆずりの　自慢の喉で　演歌ひと節　聞かせてやろか　明日も大漁　
大漁舟歌だ」（179）のように、漁師たちは代々歌好きのように描かれてお
り、そして「帰り潮路は　演歌が似合う　俺と唄およ　ヨイショ　男の漁
場」（136）、「海の男が　くじけた時は　演歌がいちばん　こころにしみる」
（148）、「沖の真っ赤な　漁火に　ひとつ聞かそか　演歌ぶし」（275）、「さ
いはて港の　漁師らは　演歌が似合いな　荒武者だ」（428）といったよう
に、歌好きである漁師たちは、なぜか演歌を好み、船の上でも帰りの道で
も演歌を聴き、演歌を歌うのである。
　漁師ものの名曲といえば、鳥羽一郎の《兄弟船》や、北島三郎の《北の漁
場》が挙げられる。どちらも1980年代に発売された曲である。今回の研究
対象における漁師ものの内、年代確認ができていない作品は2曲あるが
（136、186）、それ以外の曲は全て1990年代以降に作られた作品である。中
でも、「一人デッキで星空眺め　唄う漁師の鳥羽演歌」（186）のように、鳥
羽一郎を指すであろう「鳥羽」が演歌の漁師ものを表す語として使われて
おり、1980年代にヒットした鳥羽一郎の名曲が、それ以降の「演歌」と「漁
師」との結び付けに大きな影響を与えたのは確実だろう。
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演歌と地名
　主に用いられるモチーフ（キーワード）の統計結果をみても分かるよう
に、地名としての「大阪」が演歌類作品での出現度は高い。地名に絞って整
理すると、主に下表のような結果が得られた。
表2　作品で登場する主な地名
地　名 曲目番号（キーワード）
大阪 064（浪花）、088（大阪）、101（大阪）、102（大阪、水かけ不動）、103（大阪）、
104（道頓堀、周防町、梅田、御堂筋）、105（御堂筋、心斎橋、新世界、通天閣、
四天王寺）、106（千日前、法善寺、水掛不動、八百八橋、北新地、曽根崎、新世
界、通天閣、ジャンジャン横町）、107（御堂筋、法善寺、水かけ不動、北新
地）、172（河内、浪花、通天閣）、173（生駒山、河内）、174（河内）、188（大阪）、
208（新地）、227（河内、金剛山）、248（通天閣、道頓堀）、253（浪速）、261（新
地）、282（大阪、通天閣）、290（河内）、293（道頓堀）、297（道頓堀）、301
（八百八橋、北の新地、淀屋橋、宗右衛門町、道頓堀、戎橋、法善寺）、302（難
波）、303（北の新地、水掛不動）、304（曽根崎新地、道頓堀）、305（浪花）、306
（八百八橋、ジャンジャン横丁、通天閣）、307（浪花）369（曽根崎、大淀川）、
388（浪花）、318（曽根崎）、421（河内）、427（大阪）、426（浪花）
大阪以外の
関西地方
奈良県 277（生駒、葛城、二上山、金剛山）
兵庫県 188（神戸）、337（東門、三の宮）、390（神戸）
和歌山県 176（高野の山、紀州路、和歌浦、那智、大和街道）
青森 061（津軽）、074（津軽海峡）、080（八戸、南部）、098（津軽）、228（下北大間
崎）、243（津軽）、283（津軽、竜飛岬、お岩木山、津軽、恐れ山、仏ヶ浦）、285
（津軽）、358（津軽）、364（南部）、385（津軽）、386（奥羽山脈）、418（津軽）
青森以外の
東北地方
岩手県 080（南部）、364（江刺、南部）、386（陸前高田、岩手山）、390（釜
石）
新潟県 358（佐渡、越後）
秋田県 386（由利本荘）
栃木県 386（奥羽山脈）
その他 364（北上川）、390（三陸海岸）
北海道 168（コダテ、石狩、小樽、ススキノ、旭川、釧路、帯広、苫小牧）、179（利尻富
士、宗谷の岬、稚内）、180（釧路、帯広、小樽、函館、留萌、札幌）、208（すゝ
きの）、263（すすきの）、315（「道産子」）、318（札幌、すすきの、函館）、390
（函館）、427（すすきの、札幌）、428（羅臼、潮路、知床）
九州 074（九州）、185（玄海、関門海峡）、188（博多）、315（小倉）、318（福岡）、358
（鹿児島）、390（鹿児島）、427（博多、福岡）
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　「大阪」に次いで多く用いられる地名は、青森に代表される東北地方や北
海道などである。更に青森に関しては、「津軽」という名称が一番多く使わ
れている。一つの地方の中に存在する数多くの場所名が登場する場合もあ
れば（106、168など）、歌の物語が全国各地複数の地方を巡って展開される
場合もある（074、427、430など）。歌の主人公はそれぞれの場所に恋愛や望
郷などの気持を託したり、また人生を重ねたりするが、これも演歌におけ
る典型的なパターンの一つである。
　さて、今回取り上げる曲で最も多く登場している「大阪」は、一体どのよ
うに描かれているのだろうか。大阪人は一般的に人情が厚いとされている
が、演歌作品においても似たようなイメージが創られているといえる。
「浪速（なにわ）の人情に　支えられ」る主人公もいれば（253）、「浪花の風
が　人情が　胸に今夜も　しみる」と感じている主人公もいる（064）。ネ
ガティブなテーマを表現する曲も勿論あるが、「人情のある」大阪は、度々
「演歌（の）町」や「演歌が流れるところ」と形容され、演歌の似合う好まし
い場所として描かれている。道頓堀には「演歌いろした灯」があり（304）、
新世界や通天閣、ジャンジャン横町で「心にしみじみ」するような演歌が
流れていれば（106）、北新地の店では恋人同士のような二人が演歌を歌っ
ている（261）。演歌の世界において、このような大阪の街は、まさに「演歌
が流れる情けの街」（282）であり、大阪出身の演歌歌手も、思わず「浪花と
もあれ　あゝ演歌だよ」と歌うのである（305）。
　そのほか、これら大抵「大阪」を「褒め称える」ような作品でみられる興
味深い描写がある。それは歌の主人公の「東京」に対する態度である。「演
歌町」である大阪に辿り着くまでさすらい続けた男性は、「花の都の　東京
は　俺にゃ冷たい　都会だった」と呟き（088）、「演歌なおんな」である大
阪の女性主人公は、演歌におけるネガティブな「女」という典型的なパ
ターンを繰り返してはいるが、「東京の女にゃ　負けん負けんわ　つくし
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てみせる」という「気概」をみせる（102）。ただ、このような態度を示す歌
の主人公は「大阪人」に限られているわけではない。群馬県に流れた女性
もまた、「花の東京で　失くしたゆめを　やっと群馬で　みつけた」といい
（354）、どうやら「演歌に相応しい」地方にいる人々は、時折東京に対して
やや批判的な態度を取る。勿論東京も演歌作品で登場する地方であり、今
回の研究対象となった曲の中においても、思い人を尋ねるために東京各地
をまわる女性主人公（014）や、東京各地で演歌を歌っている流しの男性主
人公はいる（170）。
演歌についての形容
　演歌は具体的にどのような歌として描かれているのだろうか。372曲の
内、「演歌」に関する様々な形容がみられるが、以下のようないくつかのパ
ターンにまとめられる。
　演歌は、主に酒場やスナックなど酒を飲む店で流れるものであり（331）、
主人公が一人で、或は店のママやほかの客と一緒にカラオケを利用して歌
うものである（140、261、279、309、330、357、389）。そのような演歌は「カ
ラオケ演歌」（193）や「居酒屋演歌」（032）とも呼べる。
　演歌は流したちが歌っているものであり（184、298、141、168、326）、流
したちが演歌を歌う時に伴奏楽器として弾いているのはギターである
（141、239、326）。そのような演歌は、「流し演歌」ともいう（299）。
　演歌は有線（ラジオ放送）で聴く歌（020、162）であり、「有線演歌」（021）
ともいわれる。
　演歌は昭和時代の歌として懐かしまれている。「昭和（の）演歌」（237、
241、242、165）は、「昭和の頑固」（128）を歌っており、そして昭和生まれの
人たちは、それを好んでいるという（287）。「昭和のはやり唄」（363）である
演歌は、時 「々昭和の人恋演歌」（005）や「人肌演歌」（338）と呼ばれる。
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　演歌は古いものとして考えられている。「古い演歌」（134、258）、「古びた
演歌」（334）、「昔の演歌」（208）、「昔流行った演歌」（318）、「懐い演歌」
（424）、「むかし演歌」（177）といった形容が確認できる。
　演歌は流行りの歌でもある。「流行のうた」（140）、「演歌の流行歌」
（147）、「流行の演歌」（178）、「流行歌　人生演歌」（198）、「人生は　はやり
唄だよ　演歌だよ」（273）、といった描写がある。その5曲の内、3曲の年代
が確認できており、1970年代が2曲、2000年代が1曲ある。演歌は時代を越
えて流行っているかのように描かれている。他方、「流行の唄よりも　む
かし演歌が好きなのよ　古い女」（177）というような表現もみられ、実際状
況はどうであれ、どうやら演歌作品において、演歌が流行り歌なのか、そ
れとも昔の歌なのかということは特に決められていないようだ。
　「浪速の演歌」（107）、「浪花演歌」（297）、「浪花えんか」（301）といったよ
うに、地名として多く登場する「大阪」で流れている演歌は、一括りで浪花
演歌と呼べる。
　演歌はしばしば（地方に存在する）故郷と結び付けられている。「故郷
（の）演歌」（040、218）、「故郷も　今じゃ演歌の中だけか」（123）、「故郷偲ん
だ演歌節」（204）、「海の匂いの　ふるさと演歌」（328）、「津軽のふるさと　
あの演歌節」（243）、「お国なまりの演歌」（406）などの表現が用いられてい
る。実際、故郷演歌はすでに演歌作品の中の一種類として定着しており、
「演歌界の大先輩」とされる春日八郎や三橋美智也の作品が早期の「故郷演
歌」の代表である。
　「演歌」のイメージが悲観的に描かれている場合は非常に多い。主にみら
れる形容として、「淋しい（淋しげな）演歌」（069、140、162、259、388）、「哀
しい（哀しげな）演歌」（017、270、397、398）「涙（の）演歌」（157、337、341、
391、411）、悲恋を思わせる「別れ演歌」（019、358）が挙げられ、ほかにも
「心細い演歌」（431）、「みれん演歌」（143）、「しめっぽい」（039）、「曲がり苦
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ねった演歌」（325）、「やけのやんぱち　演歌ぶし」（233）などがあり、これ
らの例において「やけくそ」にも似たようなネガティブな雰囲気は極めて
強いといえる。
　一方、ポジティブな描写もある。先ほど述べた暗さとは対照的に、「演歌
の心には愛があ」り（012）、演歌も時々希望に満ちた「幸せ」な歌になる
（207、389）。更に、演歌は時折和楽器や歴史の長いものと結び付けられ、
いわゆる「日本的」、「伝統的」な印象が与えられている。演歌は「笛と太鼓
に三味の音添えて」歌われたり（329）、また岩手県盛岡さんさ踊りという
祭りで歌われたりする（386）。三味線は「演歌三味線」（065）となり、「演歌
修業」を目指す人物はなぜか太棹を抱いて津軽を出ることになり（418）、
高知県民謡、そして群馬県や栃木県での俗謡はそれぞれ「よさこい演歌節」
（025）、「演歌八木節」（354）という形で用いられる。最も極端な形容では、
「演歌は浪花節」となり（404）、共通点があるにしても別々で考えるべき演
歌と浪曲は、いとも簡単に同一視されているのである。
　上述したポジティブな描き方と類似しているのは、よく分からないがと
りあえず演歌だ、というようなパターンである。「演歌だよ（中略）演歌だ
ね（中略）人生は　演歌だね」（159）、「日本人なら　演歌でしょう」（096）、
「日本人だね　演歌だね」（312）、といった形容が典型的である。極め付け
の例は、「アンアンしなけりゃ　意味がない」という多少意味不明瞭な言葉
がひたすら繰り返される曲の中で登場する「日本の心は　演歌の心さ」
（027）という一句である。
　以上のようなパターンがみられる用例以外、奇妙とさえいえる使い方も
多様に存在する。例えば「演歌のように」、「演歌みたいな」というような描
写がみられるが、その「演歌的」なものの特徴を特定するのは非常に困難
である。「逢えば振られた話ばかり」する二人も（091）、ただ「寄り添いなが
ら」暮らす二人も（090）、「演歌みたいなふたり」となり得る。「演歌みたい
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な別れ」（092、319、403）はどのような別れなのか、「演歌みたいに」啼く海
猫（393）はどのような鳴き声をするのか、苦労をかける人とさせられる人
はなぜ「演歌みたいな似た者どうし」（353）になるのか、世話を焼く側と焼
かせる側はなぜお互いに「あなたも演歌ね　おまえこそ」（413）という言葉
を交わすのか、「演歌する」（379）という動詞は何を指しているのか、それ
ぞれの歌詞から言葉としての意味は読み取れず、今のところでは、これら
の謎を解き明かすのはほとんど不可能に近い。そのうえ、元々名詞である
はずの「演歌」が品詞を変えられるという不思議な用法もいくつか存在す
る。「演歌する」という動詞の使用例としては、「演歌してるね」（344）、「演
歌しますか」（379）、「演歌しすぎだね」（420）があり、また「演歌なおんな」
（102）という形容動詞としての使い方も確認できる。
　そのほか、「身の上演歌」（020）、「長脇差演歌」（153）、「海鳴り演歌」
（181）、「港町演歌」（396）などの形容もあり、また、よく「唸る」と描写され
る演歌は「すずめ」をモチーフとする曲で登場すると、「さえずる」（360）こ
ともあり得るのである。「演歌」の持つ意味は実に混乱を極めているとい
え、一部「演歌らしい」特徴が特定できるとしても、実際「演歌」に関する
イメージというのは、まさに何でもありなのである。
演歌における歌唱特徴
　一般的に考えられている演歌の歌唱特徴といえば、コブシや唸りが挙げ
られる。今回の研究対象曲においては、最も際立つのはその「唸り」であ
る。多くみられるのは、「演歌を歌う」という表現の代わりに、「演歌を唸
る」が使われる例である（096、110、170、185、332、340、359、386、418、
421、426）。歌手ものの内、「この声かれても　唸ります」というような演歌
歌手としての態度が示されている（315）。テレビアニメの挿入曲でありな
がら、明らかに演歌のような雰囲気に似せられた作品においても、演歌を
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「うたって憂さ晴らし　唸る伴奏　心も揺れて」というような描写が用い
られている（321）。また、「アンアン･･･アン」、「アアアアン」、「アンアンア
ンアー」などのような、「唸り」を連想させる声の表現も目立っている
（027、051、057、060、065、074、251、277、313）。演歌のジャンル化に大き
な影響をもたらした五木寛之の小説「艶歌」（1966年）において、「艶歌」の
歌唱特徴は「アアンアアンアン」で表されたりするが、物語の後半に登場
するママの会の代表は、そのような歌唱を「浪花節みたいに唸る」俗悪的
な歌い方としている 6。先ほど挙げた表現も、「唸り」のようなものを表し
ている可能性が大いにあるだろう。
　コブシに関しては、「こぶしを廻した恋」を歌う演歌（077）、「故郷のかぁ
さん　演歌が十八番　いつも背中で　聞いてたこぶし」（096）、「小節千両
の演歌節」（120）、「しつこいコブシ」（149）、「声高らかに　こぶし聞かせ
て」（185）、といった表現が確認できる。更に、唸りとコブシを合わせた形
で描かれているのは、「入魂演歌　心をゆさぶる　小節がうなる」（418）、
「アンアアアー　こぶしきかせて　唸りを入れて」（421）といった例であ
る。そのほか、1曲のみであるが、カラオケで演歌を歌う中高年男性の歌唱
特徴として、「ビブラート」が言及されている（149）。
　現代演歌において、コブシは非常に重要な要素である。それは演歌歌手
の歌唱変化によっても裏付けられる。例えば、吉幾三は自身の作った《津
軽平野》を度々新しいアレンジで吹き込んできたが、年代の経過と共に、
歌唱におけるコブシも徐々に強くなってくる。ニューミュージックから演
歌に転身した堀内孝雄による近頃の《恋唄綴り》の歌唱では、最初にリ
リースされた音源と比べ、音を上下させたりするというコブシに似たよう
な歌唱表現が感じ取れる。名曲《津軽海峡・冬景色》の場合でも、発売当初
と比較すると、現在石川さゆりの歌唱では、「おりた時」の「き」、「青森駅」
6 五木寛之（2013）『怨歌の誕生』双葉社、55、75頁参照。
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の「き」、「誰も無口で」の「く」、「海鳴りだけ」の「け」、「津軽海峡」の最後
の音節である「きょう」などにおいてコブシが目立っているといえる。
2015年の年末に放送された第66回紅白歌合戦で歌われた最初の「津軽海
峡」という歌詞の歌唱において、それがより顕著である。
　個人的な考えでは、唸りはコブシほど普遍的ではなく、主に都はるみの
ような唸りを自らの個性としている歌手の歌唱や、「男らしさ」などを強め
に描く作品において強調されるものであるが、「演歌は唸るものである」と
いう印象はやはり強いようだ。ただ、先ほど挙げた唸りが描写される例に
おいて、ポジティブな主題がほとんどであり、前述したような明るい歌手
ものも多い。現在の唸りは、五木寛之が小説「艶歌」で描いた大衆の「怨念」
などのような「暗さ」と必ずしも結ばれていない、ということだけは確か
である。
　唸りとコブシのように頻繁に言及されてはいないが、ビブラートも演歌
の歌唱において際立つ特徴である。元アイドルグループAKB48メンバー
だった岩佐美咲は、「DAMチャンネル」7という番組のインタビューで、演
歌歌手になってからビブラートが鍛えられるようになった、というような
発言をしたことがあり、ビブラートはすでに演歌の歌唱特徴として定着し
ているといえそうである。長い年月をかけて歌手生活を続けてきた一部の
高齢演歌歌手の歌唱において、ビブラートが過剰なほどまでに強調された
りしている現状も、それを体現しているように思える。
7  DAMチャンネル/ダムチャンネル/DAM CHANNELは、通信カラオケDAMの曲間に
放送される音楽情報番組であり、カラオケ機器DAMが設置されているカラオケルーム
で視聴できる。岩佐美咲がビブラートに関して発言する映像は2016年5月15日より一時
的に放送されたもので、現在は公開されていない。
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「男歌」における変化
　今回の研究において、「男歌」に関する新たな発見が二つあった。
　まずは、1964年という演歌がジャンル化し始めたばかりの時期に、デ
ビュー3年目の北島三郎は、すでに「演歌」と「男性性」が直接結び付けられ
る曲《三郎太鼓》（216）をリリースしていることである。「男すて身の　夢
かけた　演歌一代　歌の旅」という、「男らしさ」を全面的に強調する「北
島三郎らしい」といえるような内容である。「演歌界の頂点に立つ男」とさ
れる北島三郎の曲において、年代経過ごとに男女の恋を主題とする歌が激
減し、ますます「男性的」な一面が主要テーマになっている、という特徴が
ある8。しかし、その「男性性」の源は1960年代にまで遡る。極一部であった
にせよ、北島三郎の早期作品にある「男性性」の強い「男歌」は、現在北島
三郎、そしてほかの男性演歌歌手が高らかにそのような「男歌」を歌う土
壌を作ったといえるかもしれない。
　次に際立つのは、2000年代以降に増えたネガティブな「男歌」である。
1980年代前後ヒットした八代亜紀の《舟唄》は、別れた女性相手を忘れら
れずにいる男性を主人公とする珍しい「新型演歌」とされ、当時一時的に
進化を見せていた演歌の代表作である9。それでも、「女歌」のような極端的
な暗さはなく、あくまでややネガティブな内容でしかない。1980年代以
降、演歌は退化の一途を辿り、時代錯誤的な暗い「女歌」と称賛すべきよう
な「男性性」を讃える「男歌」がより普遍的になる。そんな中、2000年代以
降の「男歌」では、極めてネガティブな男性主人公も描かれている。
　「酒は未練の　誘い水（中略）男の心　古い演歌が　また泣かす」や「淋
しさが　夜に紛れて　この胸濡らす」（134）、「惚れた女に　想いが募り　
8 吉川精一（1992）『哀しみは日本人 演歌民族論』音楽之友社、30-31頁。
9  金子修介（1999）『失われた歌謡曲―MY LOST DOMESTIC POPULAR SONG』小学
館、207頁。
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グッとこらえて　心で泣いて（中略）男未練の　なみだ酒」（135）、「あぁ　
せつないよ　あぁ　逢いたいよ」や「淋しくて　あぁ　逢いたくて　遠い
夜空に　呼んでみる　あの娘今頃　何処の町（中略）男未練の　あぁ　子
守歌」（139）、「酒はお前を　恋しがり　面影相手に　飲み明かす」や「お前
と呼べない　遠いひと　二度とは逢えない　遠いひと」（242）、「あの日　
貴女を追っていた　男の胸に浮かんで消える　今はもう　会えるすべな
い　遠い人」や「あれから　貴女　探してた　男の心　こわれて悔いる」
（258）、「いつかいつかと　言いながら　未練の酒に　また溺れてる」
（435）、といった例のように、登場人物の性別が「男」であると強調されて
いるにもかかわらず、一部の「男歌」において、男性主人公は未練を断ち切
れず、失恋の悲しみから立ち直ることのできないまま嘆いている。
　更に、2016年にリリースされた《男の手酌酒》（131）という最近の作品で
は、「抱けば何より　罪つくり　ましてや明日ある　女だもの」、「しょせ
ん一緒にゃ　なれません　あゝなれません」のように、男性主人公の口調
において「男らしさ」は薄められ、ある程度「男性性」が抜けているといえ
る。カップリング曲ではあるが、歌い手は近年紅白歌合戦への出場を果た
した山内惠介であり、つまり注目を集めている演歌歌手の作品である。若
い世代においてユニセクシャルな人が増加しつつある中、上述の歌の出現
は、「時代遅れ」とされる演歌が見せている微かな変化といえるかもしれな
い。
まとめ
　流行歌にみる「演歌像」を究明するためにここまで述べてきた本稿では、
主に以下のような結論が得られた。現代演歌における最も重要なキーワー
ドは「酒」であり、演歌は酒を飲みながら聴き、歌うものとして描かれてい
る。（演歌）歌手の人生観や心境を描く曲では、演歌は元気や希望や愛と
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いったポジティブな感情に満ち溢れるものとなり、演歌歌手にとって、
「演歌一筋」という、演歌を生きがいとする生き方は評価すべきもののよう
に感じられる。大阪、青森や北海道に代表された地名は数多くの演歌で登
場しており、特に大阪は演歌に似合う場所として形容されている。それら
の場所で演歌を聞く歌の主人公は、しばしば東京に対してやや批判的な態
度を示す。「演歌」のイメージが悲観的に表現される場合はかなり多いが、
それ以外の様々な印象が創られ、時々矛盾しているような正反対の意味合
いも「演歌」に与えられている。つまり、「演歌像」というのは何でもありな
のである。更に、「演歌」という名詞が直接動詞になったり、また形容動詞
になったり、品詞の変化さえ自由自在である。コブシや唸りは演歌におけ
る代表的な歌唱特徴であり、それに加えてビブラートも定着した演歌の歌
唱法として考えられる。「男性性」を強調するような「男歌」が高らかに歌
われている一方、2000年代以降、極めてネガティブな男性像も少なからず
に描かれている。演歌全体だけでなく、現在の「男歌」のテーマも二極化し
ているといえる。
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The image of Enka in Japanese popular songs
Huang Yijun
Abstract
Enka, a famous modern music genre of Japan, became established as a 
popular music genre in the 1970s. After the birth of the new genre 
ʻJapanese Popʼ in the 1990s, popular songs a little older were all classiﬁed 
as Enka. Now, Enka songs have gradually come to be regarded as ʻold 
songs of the Japanese heart.ʼ
This article analyses the word ʻEnkaʼ and descriptions of it as they 
appear in the texts of Japanese popular songs, in order to further clarify the 
image of Enka. The main conclusions of this article are as follows. The 
most typical motif used in popular Enka songs is sake, which refers to 
Japanese alcohol. Songs focusing on the life of Enka singers are usually 
bright and hopeful. Japanese places, especially those in Ōsaka, Aomori 
and Hokkaidō, are sometimes described as the towns where you can hear 
Enka songs. You can find both positive and negative, and even some 
strange characteristics in Enka. In addition to stereotypical menʼs songs 
emphasizing ʻmanliness,ʼ some Enka songs created after 2000 also portray 
extremely negative men.
